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 「当事者性」については各々の観点に基づき「表明」されており、なかでも当事者性から

出てくる「加害」が指摘されたことで極めて緊張感のある展開となっていました。ただ、参

加者（たち）が（発言者だけではなくオーディエンスも）どの程度共有できたのかは不明で

す。ともすれば「告発」とそれに対する「謝罪」に集約されてしまっている印象が拭いきれ

ませんでした。もし多くの人がそのような印象を受けたのだとすれば、WSとしては少しば

かりミスリードではなかったかとも思います。そうならざるをえなかったのかどうか、今後

検証が必要でしょう。 

今回のWSは、「あなた」の当事者性と「私」の当事者性の相違を主題化し、その相違を

描き出す行為の遂行としては成功していたとは思います。が、おそらくはそれは結果論とし

て「当事者」足りえたギャラリーの人々にとって共有しえた出来事であり、その一方で、な

かなか共有することが難しい者たちにとっては、一人ひとりの発言によって何かしらの「我

有化」を求められてしまっていることも――なんとも言えない違和感や疎外感を感じてし

まう――あったかもしれません。当事者性と共有化。意図的であれ結果的であれ、それが顕

在化されたのであればWSの目的は達成されたとも言えます。 

 そのなか吉川さんのご発表にもあった「当事者の生の汲み尽くせなさ」の指摘は、当事者

性を「俯瞰的」にみるという問題を提供していたように思えます。当事者と俯瞰者。この矛

盾する立場からの指摘である「問題や課題の多様性・重層性、現実の見えにくさ、アクセス

の難しさ、研究者と当事者の生のコンテキストの差異」という事実は、今回の WS そのも

のについて言えるものです。その一方で奥田さんは哲学と倫理学を峻別しながら学問を志

向する姿勢を述べられていましたが、この「強くて狭い」当事者性の意識からは、吉川さん

の提題にどの程度応えることができるのか聞きたいとも思いました。つまりは、当事者性を

水平化しあたかも無化できるのか、それとも否応なしに絡めとられてしまう自己を意識し

ながらも、そのバイアス性から自らを主張しうるのか。議論されるべきことは、「当事者の

生の汲み尽くせなさ」（吉川）と「当事者的当事性と非当事者的当事性」(奥田)という極めて

簡便な整理方法の対称図式から何が議論されることになるのかということだったと思いま

すが、議論されなかったのは残念でした。 

（とくめいきぼう） 
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